
思考力・判断力・表現力を
育む遠隔学習の在り方

ーSJ・AC２校間のオンラインによる

「主体的・対話的で深い学びを充実させる学習」を通してー

サンホセ日本人学校
研究成果



直接交流 ５１回

合同学習

間接交流 ３７回

2021年５月〜2022年１月



直接交流の実践紹介



中１〜中３
複式 数学

異なる学習段階を
あえて活用した授業



小４ 社会

オンライン合同授業でも
活発な話合いを！



中１〜中３
複式 総合的な学習の時間

オンラインゲストティーチャー
と仕事について協議する



間接交流の実践紹介



小３ 社会

「わたしの住む市の様子
君の住む市の様子」

発表動画交流
感想交流



小６ 音楽

一人学級でも
オンラインで合奏！



ＩＣＴが苦手な教員はいなかったのか



たくさんいました！



どうやって教員の
資質・能力を向上させたのか



①研究用ルーブリックの作成



＜教員用＞（一部抜粋）



＜児童生徒用＞（一部抜粋）



②PMIQシートの活用





もはや
職務に
欠かせない
ものに



さらにより良い授業をつくるために



合同学習の簡易報告書
作成









記録を重ねる ⇨ 十分でない項目が明確になる

授業改善の指標に



特に課題であったのが…

＜対話的な学び＞

・子ども同士の対話の場の充実

・「問い」の焦点化



特に課題であったのが…

＜深い学び＞

・新たな問いや課題・考えを創造させる

・考えを伝え合うことを通して概念を形成させる



課題の解決に向けて…

合同研究授業



小学部６年

特別な教科道徳 「友達とは」 （B 友情・信頼）

（２０２１ . １０ . １４）



SJ校： １名
AC校： ２名

・自分から発言するのが苦手

・自分の考えをもったり，考えを

まとめたりするのが苦手

（そもそも話合いが苦手）



本授業のポイント①



「良い話の聞き方」ルーブリックの活用

これまで行ってきた

国語の合同授業で

作成



本授業のポイント②



独自のシンキングツール「モグラチャート」

「問い→対話→問い→対話

→…」のサイクルを繰り返す

主題について考えを深める

（掘り深める）



本授業のポイント③



Googleドキュメントシートによるまとめ

互いの意見を可視化



研究授業の

成果・子どもの変化



・自ら問いを立て，意見を発表し，

児童主体で話合いを進めることができるようになった。

・問いが焦点化されたこと，話合いの仕方が定着したことで，

一人一人の言語量が飛躍的にアップした。

・対話が十分に行われ，友人の意見が可視化できることで，

自分の気持ちの変化や考えが伝わるまとめを書けるようになった。



授業分析→手立て
の日常化



研究成果



①ICTの日常的活用

３年間で「特別」を「普通」に

②合同学習の日常化

③授業改善の日常化



研究用ルーブリックによる
資質・能力の変化



教員の資質・能力



教員の資質・能力



児童生徒の資質・能力



研究を進める上で大切なこと



「モチベーション」
を如何に創るか



今後の展望



・来年度もAC校との関わりを継続

・広く実践を発信

・改善と更なる挑戦



拡がる

深める続ける



最後に



JOES教育相談員 後藤彰夫 先生
JOES AG５事務局 関口美樹 様
明治大学 准教授 岸磨貴子 先生
視覚翻訳家 黒木歩 様
教育アドバイザー 関温理 様
アグアスカリエンテス日本人学校 職員の皆様
サンパウロ日本人学校 職員の皆様
リオデジャネイロ日本人学校 職員の皆様
帰国した先生方

ご協力なくして成果なしでした。
ありがとうございました。



ご清聴ありがとうございました

サンホセ日本人学校 研究主任 宮本豪


